
物質の変化
拡散と粒子の熱運動
Q　水の入ったビーカーに赤インクを数滴たらすと、どんな現象がみられるか。
　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
Q　熱湯の入ったビーカーに赤インクを数滴たらした場合、冷水の場合とどんな違いがあるか。
　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　ある物質が(　　　　　)にゆっくり(　　　　　)に拡がっていく現象を(　　　　　)という。
＜熱運動＞
　これは、一見すると全く動いていない様に見える水（温水）も、原子レベルではダイナミックに動いていることを示すものであり、ビリヤードの要領で赤インク粒子を押し分散させた結果、拡散が起きると考えられる。
　実は物質を構成する粒子(　　　　　・　　　　　・　　　　　)はその温度に応じた運動をしている。これを(　　　　　)という。物質の温度が上がる、つまり外から熱エネルギーを与えると粒子はそれを吸収して、それだけ粒子の運動は(　　　　　　　　　　　　　　　　)。また、温度が低くなると(          )は活発でなくなり、(         )℃で完全に止まる。この温度を(　　　　　　　)という。
気圧と熱運動

　Ｑ　吸盤は、なぜ壁にくっつくのだろうか？
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　分子は熱運動していると学習したが、気体分子が一番活発に動いており、物質に絶えず衝突している。その時に及ぼす力が（　　　　）である。私たちは普段、気圧を実感しないが、急に標高が変わると、耳がツンとして、体感する。その理由は、体の内部にも空気は存在するため、普段は外側と内側から同じ気圧を受けて、打ち消され、気圧を実感しない。ところが、標高が高いところにいくと、空気が薄くなり、気体分子の数が（　　　　）くなるので、気体分子が衝突する回数が（　　　）るため、気圧が（　　　）なり、内外のバランスに差が生じ、鼓膜が（　　　）に押されるため、ツンと感じるのである。　

　私たちは、大気圧を四方八方から受けており、その力は１㎠あたり１kgとかなり大きい。

このように、気圧は気体が物質に衝突する事によって生じるので、衝突するスピードが速かったり、衝突する回数が多いと気圧は（　　　　）なる。よって、温度が（　　　　）なるほど、圧力が（　　　　）なるほど気圧は高くなる。

＜分子間力＞　
　分子が密集して液体や固体をつくることができるのは、分子と分子の間に引力が働くからである。この分子と分子の間に働く引力(　　　　　　　)は、分子間の(　　　　　)が(　　　　　)なると、急激に小さくなる。
物質の三態　　物質は、構成粒子の集合状態の違いによって(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)の3
つの状態(三態)に変化する。
	物質の三態
	熱運動
	分子間力

	気体
	
	

	液体
	
	

	固体
	
	


	【覚えよう】
	


【状態変化】　　
    物質は(　　　　　)や(　　　　　)の変化で三態に変化する。(　　　)の変化は、熱運動に関与し、(　　　)の変化は、分子間力に関与し、そのバランスで状態が決定する。
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状態変化とエネルギー
問）　結晶を加熱していくと、融点・沸点ではしばらく温度上昇が起こらずに温度が一定に保たれる。その理由について、考えてみよう。
※加えられた熱は、どの場所でどのような働きをするのだろうか。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※　液体が凝固して固体に変化するときには（　　　　熱）と等しい熱エネルギーが（　　　　）され、また気体が凝縮して液体になるときには、（　　　　）と等しい熱エネルギーが（　　　　）される。
融解熱や蒸発熱は、物質の種類によって異なり、一般に融解熱や蒸発熱が大きいものほど、状態変化が起こり（　　　　　　　）。

【温度】
温かさや冷たさの度合いは、（　　　　）で表される。物質を加熱して温度を上げると、物質は（　　　）を受け取る。そして、粒子の熱運動が活発になる。つまり、温度とは　原子、分子の（　　　　　　　）の激しさの度合い　と定義できる。０℃の氷（固体）と水（液体）は、分子の熱運動の激しさは（　　　　　）であるが、分子間力の強さの違いで、強いと（　　　　）、弱いと（　　　　）という状態になるわけである。

私たちは、普段 セルシウス温度 ℃ を使う。これは、１気圧で水が凍るときの温度を（　　）℃とし、沸騰するときの温度を１００℃として、その間を１００に等分したものである。これは、私たちの生活から生まれた温度であるが、化学、物理の世界では、原子を中心に考えた温度が使われる。絶対零度を基点として、０℃を２７３Ｋにした温度で（　　　　　　）といい、単位は（　　　　　、　　）を用いる。
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　温度はまた次のような性質を持っている。温度が高い物質と低い物質が接触したとき、熱は必ず温度の（　　　）い方から（　　　　）い方へ移動し、温度が等しくなると移動が止まる。
この現象を、原子の振る舞いとして考えてみよう。

温度が高い物質は、熱運動が活発であり、低い温度の物質にぶつかると、相手を揺さぶり、自分は穏やかになっていく。そして、お互いの熱運動が同じになったら、変化はなくなる。

つまり、熱とは「活発さ」のことであり、エネルギーの一種と考える事ができる。したがって、エネルギーの単位である
(　　　　　　　　　　　)を用いて表すことになっている。
【復習】
　（　　　　　　　　）とは、他の物質に影響を与える能力をいう。例えば、運動している物体は他の物体にぶつかると、これに（　　　）を及ぼして動かしたり、変形させたり、壊したりすることができる。このエネルギーを（　　　　　）エネルギーという。
　エネルギーは、いろいろな種類がある。そして様々な器具や装置を使うことによって、互いに変換することができる。しかし、あるエネルギーが別のエネルギーに変わっても、その総量は変化しないで、常に一定に保たれている。これを（　　　　　　　　　）の法則といい、自然界の最も基本となる法則の一つである。
　問　知っているエネルギーを書き出してみよう。

[image: image5.wmf]
反応熱
【反応熱】　化学反応にともなう熱を(　　　　)といい、熱の発生する反応を(　　　　　)反応、熱を吸収する反応を(　　　　　)反応という。
     【エネルギー図】                          
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           [image: image7.wmf]          小                           
　化学変化は、原子の組み換えが起こる反応である。それに伴って放出または吸収される熱が反応熱だから、原子間の結合を切ったりくっつけたりするときに、熱が吸収または放出されることがわかる。
　物質のもつエネルギーは、化学（　　　　）に基づいており、これを化学エネルギーという。物質が変化すると、（　　　　）の仕方、（　　　　）する相手原子も変わるので、化学エネルギーも変化する。つまり、化学エネルギーとは、物質がもつエネルギーそのものである。

　反応前の物質（反応物）が持つエネルギーより、反応後の物質（生成物）がもつエネルギーが小さいと、余ったエネルギーは、（　　　）として放出されるので（　　　　　）反応になる。
　

【光エネルギー】
私たちは、太陽からの光を浴びると暖かく感じる。では、熱は光によって運ばれてきたかというとそうではない。太陽から地球までの宇宙空間の温度は－２７０℃であり、太陽で発生した熱が直接、私たちに届くとしたら、途中が冷たいのはおかしい。では、「光を浴びると暖かく感じ」たり、「黒系の服を着るとより暖かく感じる」現象は、どのように解釈したらいいだろう。まずは、光について学習しよう。
光の種類
[image: image8.wmf]光は電波やエックス線などと同様、空間を伝わる（　　　　　）（電界、磁界の波動）の一種である。
　光を三角プリズムに通すと赤、橙、黄、緑、青、藍、紫と色が分かれる。これは、光が波の性質をもつ事を意味し、波長が長いと（　　）色を、短いと（　　）色を示す。私たちが見えている光は、電磁波の中でも、「可視光線」といい、波長が700～400nmである。それより長い波長の電磁波は（　　　　　　　）といい、短い波長の電磁波は（　　　　　　　　　）という。

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　※　音も電磁波の一種で波長が長いと（　　　）音

　　　　　　　　　　　　　　　　波長が短いと（　　　）音になる。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ギターで確認しよう。

電磁波の波長と名称

「光の粒子説」･･･光は近代まで電磁波の波動であると考えられてきたが、20世紀に入って量子論が導入され、アインシュタインによって光は光量子（フォトン）と呼ぶ微細なエネルギーをもつ粒子（質量はない）の流れであるという光量子説が新たに考え出された。これは、以前の波動説が誤りというのではなく、光や電磁波には波動と粒子の二面性があるということを意味する。これによれば、光量子のエネルギーEpは次の式で与えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅp　＝　ｈν　＝　hc／λ　
　ここでｈはプランク定数と呼ばれ、ｃは光速、νは光の振動数、λは波長である。つまり、光が運ぶエネルギーは、波長が（　　　　）いものほど大きい（強い）ということである。

よって、可視光線より波長が短い（　　　　）線、さらには（　　　　　　）線はエネルギーが大きいことになり、少しの量でも物質に化学変化を起こしたり、人体に損傷を与えたりするのである。

・・・紫外線や放射線に注意が必要なわけ
☆　光の足し算
（　　　）R、（　　　）G、（　　　）Bを光の三原色といい、その組み合わせでいろいろな色ができる。３色を同じ割合で混ぜると（　　　　）光になる。
※　テレビの液晶画面を虫眼鏡でみる、またはデジタル画像をどんどん拡大すると、その画像は、（　）（　）（　）で構成されるユニットの集合体であることがわかる。デジタルカラー画像は、このように表現されている。
☆　光の引き算
 白色光から物質がある波長の光を吸収すると、人間の目には残りの波長成分の光（　　　）色しか到達しない。すべての光が吸収されると（　　　）色に見える。
光の吸収と反射
　光が物体に当たると一部は反射され、残りは（　　　　）される。光が吸収されると、物体のなかの分子（あるいは結晶）の熱運動が活発になり、その結果、温度が上がることになる。したがって、太陽光によって暖かくなるのは、熱伝導（熱運動のエネルギーが伝わること）ではないことがわかる。
         　反射した光の色は、物質に吸収された光の（　　　）である。
　つまり、「　白色 － 見える色の（　　）色 ＝ 見える色　」といった引き算で、色は生じているのである。よって、黒い服は全ての色の光を（　　　　）するため、原子分子の振動が激しくなり、温度が上がる。一方、白い服は全ての光を（　　　　）するので、温度が上がりにくい。

Ｑ　電子レンジは、電磁波を利用した加熱調理器具であり、ガスコンロやオーブンのような、ものに直接熱を与えるタイプではない。加熱原理を調べてみよう。

　物体の色の違いは、物体表面の原子・分子がどんな色の光を反射して、どんな色の光を吸収するかの違いである。従って、分子の構造が変われば、反射される色も変わる。酸・アルカリを調べるＢＴＢ溶液や、フェノールフタレインの色が変わるのも、分子構造が可逆的に変化するからである。光によって、色が変化する物質を「クロミック色剤」という。

『実験』・・・紫外線によって変色するフォトクロミック色剤の「忍者絵の具」を使って、紫外線対策について、学習しよう。

※　紫外線　　可視光線より波長が短い電磁波を紫外線と呼ぶが、さらに波長の長さで３つに分けられ、波長の長い方から紫外線（　　）波、（　　）波、（　　）波と呼ばれる。エネルギーが小さい（　　）波は皮膚を黒くする程度であるが、（　　　）波は皮膚のシミやガンを引き起こす可能性がある。これまで、地球のオゾン層が宇宙から降り注ぐ紫外線B、C波はカットしていたので、適度な日光浴は体内のビタミンDを作るなどのメリットもあげられていたが、近年オゾンホールが確認され（今年は北半球でも）、紫外線B波が地球上に降り注がれている可能性がある以上、日焼け対策は必須である。ちなみに紫外線C波は宇宙空間だけである。
　　　　　　　　日焼け止めクリームは、可視光線は全反射し、紫外線のみ吸収する物質が含まれている。「ＳＰＦ」と「ＰＡ」という指標が書かれてあるが、「ＳＰＦ」は紫外線B波、「ＰＡ」は紫外線A波に関係するものである。
　　　　　　　
※　放射線　　以前勉強したと思うが（ｐ５）、電磁波の中でも波長が短いグループで、きわめてエネルギーが高く、化学的な作用も強い。薄い物質の中も貫通する性質がある。

	今回、原子の動きに注目した授業を展開しました。「部屋に香りが広がる（拡散する）」、「熱が伝わる」、「太陽光を浴びると暖かい」、「色が見える」など日常のなにげないあれこれも、原子レベルで考えると、原子の非常にダイナミックな躍動がひきおこしていることに気づいてもらえたでしょうか。

高校化学を学んだ証としては、

①物質は原子からできている。

②原子はダイナミックに動いている。

この二つの見方で物事を考える（イメージする）力が身に付いたかどうかです。今回は、気圧など説明できませんでしたが、身の回りの現象について、化学の目で考える習慣をこれからも持ち続けてほしいと思います。


解答　
状態変化と熱
　化学変化に対して、原子やイオンの結びつきは変わらないが、力を受けて変形したり、温度や圧力などの変化にともなって状態が変わる変化を（　物理変化　　　　（状態変化））という。
A　拡散と粒子の熱運動
Q　水の入ったビーカーに赤インクを数滴たらすと、どんな現象がみられるか。
　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
Q　熱湯の入ったビーカーに赤インクを数滴たらした場合、冷水の場合とどんな違いがあるか。
　　( 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　ある物質が(　全体　　)にゆっくり(　均一　　)に拡がっていく現象を(　拡散　　)という。
＜熱運動＞
　これは、一見すると全く動いていない様に見える水（温水）も、原子レベルではダイナミックに動いていることを示すものであり、ビリヤードの要領で赤インク粒子を押し分散させた結果、拡散が起きると考えられる。
　実は物質を構成する粒子(　原子　・　分子　・　イオン　)はその温度に応じた運動をしている。これを(　熱運動　)という。物質の温度が上がる、つまり外から熱エネルギーを与えると粒子はそれを吸収して、それだけ粒子の運動は(　活発になる　　　　　　　　　)。また、温度が低くなると(  熱運動    )は活発でなくなり、(  －２７３    )℃で完全に止まる。この温度を(　絶対零度　　)という。
気圧について

　Ｑ　吸盤は、なぜ壁にくっつくのだろうか？ 


吸盤が壁に押されるときに吸盤内部の空気が押し出され、吸盤の外側だけ空気

が存在し、気圧によって壁に押されるから
　分子は熱運動していると学習したが、気体分子が一番活発に動いており、物質に絶えず衝突している。その時に及ぼす力が（　気圧　）である。私たちは普段、気圧を実感しないが、急に標高が変わると、耳がツンとして、体感する。その理由は、体の内部にも空気は存在するため、普段は外側と内側から同じ気圧を受けて、打ち消され、気圧を実感しない。ところが、標高が高いところにいくと、空気が薄くなり、気体分子の数が（　少な　）くなるので、気体分子が衝突する回数が（　減　）るため、気圧が（　低く　　）なり、内外のバランスに差が生じ、鼓膜が（　外側　）に押されるため、ツンと感じるのである。　

　私たちは、大気圧を四方八方から受けており、その力は１㎠あたり１kgとかなり大きい。

このように、気圧は気体が物質に衝突する事によって生じるので、衝突するスピードが速かったり、衝突する回数が多いと気圧は（　高く　）なる。よって、温度が（　高く　）なるほど、圧力が（　大きく　）なるほど気圧は高くなる。

＜分子間力＞　
　分子が密集して液体や固体をつくることができるのは、分子と分子の間に引力が働くからである。この分子と分子の間に働く引力(　分子間力　　)は、分子間の(　距離　　)が(　遠く　)なると、急激に小さくなる。
物質の三態　　物質は、構成粒子の集合状態の違いによって(　固体　)・(　液体　)・(　気体　)の3
つの状態(三態)に変化する。
	物質の三態
	熱運動
	分子間力

	気体
	活発である
	弱い

	液体
	
	

	固体
	活発でない（振動）
	強い


	【覚えよう】
	　物質の三態は熱運動と分子間力の力くらべ


【状態変化】　　
    物質は(　熱運動　)や(　分子間力　)の変化で三態に変化する。(　熱運動　)の変化は、熱運動に関与し、(　分子間力　)の変化は、分子間力に関与し、そのバランスで状態が決定する。

状態変化とエネルギー
問）　結晶を加熱していくと、融点・沸点ではしばらく温度上昇が起こらずに温度が一定に保たれる。その理由について、考えてみよう。
※加えられた熱は、どの場所でどのような働きをするのだろうか。
融点においては、熱は結合を弱めるのに使われるため、

沸点においては、熱は結合を切断するためには使われるため、温度上昇はおきない
※　液体が凝固して固体に変化するときには（　融解　熱）と等しい熱エネルギーが（　放出　）され、また気体が凝縮して液体になるときには、（　蒸発　）と等しい熱エネルギーが（　放出　）される。
融解熱や蒸発熱は、物質の種類によって異なり、一般に融解熱や蒸発熱が大きいものほど、状態変化が起こり（　にくい　　）。

【温度】
温かさや冷たさの度合いは、（　温度　）で表される。物質を加熱して温度を上げると、物質は（　熱　）を受け取る。そして、粒子の熱運動が活発になる。つまり、温度とは　原子、分子の（　熱運動　　）の激しさの度合い　と定義できる。０℃の氷（固体）と水（液体）は、分子の熱運動の激しさは（　同じ　　）であるが、分子間力の強さの違いで、強いと（　氷（固体）　）、弱いと（　水（液体））という状態になるわけである。

私たちは、普段 セルシウス温度 ℃ を使う。これは、１気圧で水が凍るときの温度を（０）℃とし、沸騰するときの温度を１００℃として、その間を１００に等分したものである。これは、私たちの生活から生まれた温度であるが、化学、物理の世界では、原子を中心に考えた温度が使われる。絶対零度を基点として、０℃を２７３Ｋにした温度で（　絶対温度　）といい、単位は（　ケルビン　、Ｋ　）を用いる。

　温度はまた次のような性質を持っている。温度が高い物質と低い物質が接触したとき、熱は必ず温度の（　高　）い方から（　低　）い方へ移動し、温度が等しくなると移動が止まる。
この現象を、原子の振る舞いとして考えてみよう。

温度が高い物質は、熱運動が活発であり、低い温度の物質にぶつかると、相手を揺さぶり、自分は穏やかになっていく。そして、お互いの熱運動が同じになったら、変化はなくなる。

つまり、熱とは「活発さ」のことであり、エネルギーの一種と考える事ができる。したがって、エネルギーの単位である
(　ジュール　Ｊ　)を用いて表すことになっている。
【復習】
　（　エネルギー　　）とは、他の物質に影響を与える能力をいう。例えば、運動している物体は他の物体にぶつかると、これに（　力　）を及ぼして動かしたり、変形させたり、壊したりすることができる。このエネルギーを（　運動　）エネルギーという。
　エネルギーは、いろいろな種類がある。そして様々な器具や装置を使うことによって、互いに変換することができる。しかし、あるエネルギーが別のエネルギーに変わっても、その総量は変化しないで、常に一定に保たれている。これを（　エネルギー保存　）の法則といい、自然界の最も基本となる法則の一つである。
　問　知っているエネルギーを書き出してみよう。


反応熱
【反応熱】　化学反応にともなう熱を(　反応熱　)といい、熱の発生する反応を(　発熱　)反応、熱を吸収する反応を(　吸熱　)反応という。
     【エネルギー図】                          
                     大               　生成物   
           エネルギー     反応物      　　　　　
                                        生成物   
                     小                           
　化学変化は、原子の組み換えが起こる反応である。それに伴って放出または吸収される熱が反応熱だから、原子間の結合を切ったりくっつけたりするときに、熱が吸収または放出されることがわかる。
　物質のもつエネルギーは、化学（　結合　）に基づいており、これを化学エネルギーという。物質が変化すると、（　結合　）の仕方、（　結合　）する相手原子も変わるので、化学エネルギーも変化する。つまり、化学エネルギーとは、物質がもつエネルギーそのものである。

　反応前の物質（反応物）が持つエネルギーより、反応後の物質（生成物）がもつエネルギーが小さいと、余ったエネルギーは、（　熱　）として放出されるので（　発熱　）反応になる。
　

【光エネルギー】
私たちは、太陽からの光を浴びると暖かく感じる。では、熱は光によって運ばれてきたかというとそうではない。太陽から地球までの宇宙空間の温度は－２７０℃であり、太陽で発生した熱が直接、私たちに届くとしたら、途中が冷たいのはおかしい。では、「光を浴びると暖かく感じ」たり、「黒系の服を着るとより暖かく感じる」現象は、どのように解釈したらいいだろう。まずは、光について学習しよう。
光の種類
光は電波やエックス線などと同様、空間を伝わる（　　電磁波　）（電界、磁界の波動）の一種である。
　光を三角プリズムに通すと赤、橙、黄、緑、青、藍、紫と色が分かれる。これは、光が波の性質をもつ事を意味し、波長が長いと（　赤　）色を、短いと（　紫　）色を示す。私たちが見えている光は、電磁波の中でも、「可視光線」といい、波長が700～400nmである。それより長い波長の電磁波は（　赤外線　）といい、短い波長の電磁波は（　紫外線　）という。

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　※　音も電磁波の一種で波長が長いと（　低　）音

　　　　　　　　　　　　　　　　波長が短いと（　高　）音になる。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ギターで確認しよう。

電磁波の波長と名称

「光の粒子説」･･･光は近代まで電磁波の波動であると考えられてきたが、20世紀に入って量子論が導入され、アインシュタインによって光は光量子（フォトン）と呼ぶ微細なエネルギーをもつ粒子（質量はない）の流れであるという光量子説が新たに考え出された。これは、以前の波動説が誤りというのではなく、光や電磁波には波動と粒子の二面性があるということを意味する。これによれば、光量子のエネルギーEpは次の式で与えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅp　＝　ｈν　＝　hc／λ　
　ここでｈはプランク定数と呼ばれ、ｃは光速、νは光の振動数、λは波長である。つまり、光が運ぶエネルギーは、波長が（　短　）いものほど大きい（強い）ということである。

よって、可視光線より波長が短い（　紫外　）線、さらには（　放射線　）線はエネルギーが大きいことになり、少しの量でも物質に化学変化を起こしたり、人体に損傷を与えたりするのである。

・・・紫外線や放射線に注意が必要なわけ
☆　光の足し算
（　赤　）R、（　緑　）G、（　青　）Bを光の三原色といい、その組み合わせでいろいろな色ができる。３色を同じ割合で混ぜると（　白色　）光になる。
※　テレビの液晶画面を虫眼鏡でみる、またはデジタル画像をどんどん拡大すると、その画像は、（R）（G）（B）で構成されるユニットの集合体であることがわかる。デジタルカラー画像は、このように表現されている。
☆　光の引き算
 白色光から物質がある波長の光を吸収すると、人間の目には残りの波長成分の光（　補色　）色しか到達しない。すべての光が吸収されると（　黒　）色に見える。
光の吸収と反射
　光が物体に当たると一部は反射され、残りは（　反射　）される。光が吸収されると、物体のなかの分子（あるいは結晶）の熱運動が活発になり、その結果、温度が上がることになる。したがって、太陽光によって暖かくなるのは、熱伝導（熱運動のエネルギーが伝わること）ではないことがわかる。
         　反射した光の色は、物質に吸収された光の（補色）である。
　つまり、「　白色 － 見える色の（　補色　）色 ＝ 見える色　」といった引き算で、色は生じているのである。よって、黒い服は全ての色の光を（　吸収　）するため、原子分子の振動が激しくなり、温度が上がる。一方、白い服は全ての光を（　反射　）するので、温度が上がりにくい。

Ｑ　電子レンジは、電磁波を利用した加熱調理器具であり、ガスコンロやオーブンのような、ものに直接熱を与えるタイプではない。加熱原理を調べてみよう。
　　　電子レンジは、放射されたマイクロ波に物質中の水分子が呼応して、熱運動が活発

になり、加熱される。
　　　

　物体の色の違いは、物体表面の原子・分子がどんな色の光を反射して、どんな色の光を吸収するかの違いである。従って、分子の構造が変われば、反射される色も変わる。酸・アルカリを調べるＢＴＢ溶液や、フェノールフタレインの色が変わるのも、分子構造が可逆的に変化するからである。光によって、色が変化する物質を「クロミック色剤」という。

『実験』・・・紫外線によって変色するフォトクロミック色剤の「忍者絵の具」を使って、紫外線対策について、学習しよう。

※　紫外線　　可視光線より波長が短い電磁波を紫外線と呼ぶが、さらに波長の長さで３つに分けられ、波長の長い方から紫外線（　Ａ　）波、（　Ｂ　）波、（　Ｃ　）波と呼ばれる。エネルギーが小さい（　Ａ　）波は皮膚を黒くする程度であるが、（　Ｂ　）波は皮膚のシミやガンを引き起こす可能性がある。これまで、地球のオゾン層が宇宙から降り注ぐ紫外線B、C波はカットしていたので、適度な日光浴は体内のビタミンDを作るなどのメリットもあげられていたが、近年オゾンホールが確認され（今年は北半球でも）、紫外線B波が地球上に降り注がれている可能性がある以上、日焼け対策は必須である。ちなみに紫外線C波は宇宙空間だけである。
　　　　　　　　日焼け止めクリームは、可視光線は全反射し、紫外線のみ吸収する物質が含まれている。「ＳＰＦ」と「ＰＡ」という指標が書かれてあるが、「ＳＰＦ」は紫外線B波、「ＰＡ」は紫外線A波に関係するものである。
　　　　　　　
※　放射線　　以前勉強したと思うが（ｐ５）、電磁波の中でも波長が短いグループで、きわめてエネルギーが高く、化学的な作用も強い。薄い物質の中も貫通する性質がある。

	今回、原子の動きに注目した授業を展開しました。「部屋に香りが広がる（拡散する）」、「熱が伝わる」、「太陽光を浴びると暖かい」、「色が見える」など日常のなにげないあれこれも、原子レベルで考えると、原子の非常にダイナミックな躍動がひきおこしていることに気づいてもらえたでしょうか。

高校化学を学んだ証としては、

①物質は原子からできている。

②原子はダイナミックに動いている。

この二つの見方で物事を考える（イメージする）力が身に付いたかどうかです。今回は、気圧など説明できませんでしたが、身の回りの現象について、化学の目で考える習慣をこれからも持ち続けてほしいと思います。
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